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令和 2年度 行動学系 博士/修士論文公聴会

令和 3年１月 27日（水）・28日（木）

人間科学研究科 東館 207教室（ユメンヌホール）

 開催方法

本公聴会は、対面型式とオンライン（Zoom）でのハイブリッド型式で行います。

オンラインでのご参加を希望の場合には以下のURLもしくは右のリンクからの入

室をお願いいたします。

https://zoom.us/meeting/register/tJEkc-qsqj4qHtBAEyhPzc2ELkZPO3kLRrgR

 感染防止

新型コロナウィルス感染防止の観点から、「大阪大学における感染予防のための標準的対策」に基

づき、会場（207講義室）では以下の事項についてご協力をお願いいたします。

1. 入室の際には必ずマスクをご着用ください。

2. 入室時には、教室入り口に設置するアルコールで手指の消毒をしてください。

3. 座席場所は指定させていただく場合もあります。十分な距離を取り、着座してください。

4. 体調不良の場合には、対面での参加はご遠慮ください。

5. 万一感染が発生した場合に備えて、参加者の着座場所と連絡先を記録させていただく可能性が

あります。

第一日目（1月 27日）

博士論文

(司会：八十島)

10：00-11：00 法 卉

「存在論的脅威が文化的世界観からの逸脱に及ぼす影響に関する実験的研究」

修士論文

(司会：青野)

11:15-11:45 河内 清美 聴覚障害児の母子相互作用における共同注意の役割

【昼休み】
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修士論文

(司会：中野)

13:00-13:30 田中 祐子

一般集団の母親の BAP 特性と育児ストレスおよび母子相互作用との

関連

13:30-14:00 伊藤 真道 解釈可能性の向上を目指した因子分析モデルの研究開発

14:00-14:30 大湾 麻衣 ハイレゾオーディオが聴取者に与える影響とそのメカニズムの検討

【休憩】

修士論文

(司会：権藤)

15:00-15:30 熊谷 美雪 乳児顔のかわいさに関わる知覚処理

15:30-16:00 原田 優 霊長類の発声に関連する身体運動の役割についての分析的研究

(司会：入戸野)

16:00-16:30 橋本 采栄 不作為のリスクに対する認知過程の検討

16:30-17:00 吉成 哲平 内なる根源的問いを抱え重層されゆく「写真実践」

第 2日目（1月 28日）

修士論文

(司会：鹿子木)

13:30-14:00 YE HUIJING SNSにおける偽りの自己が well-beingに及ぼす影響

14:00-14:30 LENG XINYUAN 中国環境ガバナンスにおける環境NGOの新局面と今後の課題

博士論文

(司会：八十島)

17:15~18:15 大工 泰裕

「詐欺被害防止のための広報啓発の効果を阻害する心理学的要因に関する研究」


